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特集1．海を越えた友情

ラオス難民ブンチャンとの再会

加　藤　明　彦

「僕が帰国する前日，彼らのうち3人が日

本へ行きたいと言い出した。ニコニコしなが

ら言うので冗談かと思ったが，そうではない

らしい。そして，何かを期待するような眼で

僕を見ている。僕はしだいに不安になってき

た……。」

1980年春，二人の若者がタイで巡り会った。

一人は国を失った26歳のラオス人

一人は日本から来た22歳のボランティア

さまざまな困難を乗り越えて，いま二人は日

本にいる。この手記は，一人の青年がある難

民一家を日本に受け入れるまでの軌跡をつづ

ったものである。

昨年10月，ラオス難民ブンチャン・インタ

ボン（26才）とその家族に面会するため，姫

路の定住促進センターを訪ねた。神戸より西

へ行くのは生れて初めてだった。最初に僕の

前に姿を現わしたのは，ブンチャンの妹ソマ

イ（14才）だった。受付に頼んでスピーカー

で呼び出してもらったのだが，いきなり僕を

見て驚いてしまったのか，ソマイは眼を丸く

し，ラオス語で何やら意味のわからぬ言葉を

口走ると，僕に手招きしながら自分の部屋の

方へ走った。

部屋にいたのは，母ブサバイ（43才）とブ

ンチャンの娘ラダワン（1才8ケ月）だった。

僕がバラックの戸をガラガラッと開け，ニョ

ッと顔を出すと，二人とも十和田湖で富士を

見たような顔をした。しだいに懐しさがよみ

がえり，互いに何かを伝えようとしたが，母

もソマイも英語が話せず，僕もラオス語はま

ったくダメだったので，言語による意志の疎

通は困難を極めた。というわけで，英語の達

者なブンチャンが戻るまでの間僕のしたこと

と言えば，二人がかわるがわるすすめる菓子

を，「コップチャイ，コップチャイ」（あり

がとう）と言って，おいしそうに食べること

ぐらいだった。

30分ほどしてプンチャンが戻ってきた。近

くの川へ釣りに行っていたらしい。僕を見て

もわりとケロットした顔をしていた。案外，

僕が来ることを予想していたのかもしれない。

それから夕食までの2，3時間，まるで10年ぶ

りに再会した同郷のおさななじみのように，

ふるさとの想い出，ではなくて，ランシット

の想い出とか，他の難民のその後の行方，日

本に帰っているボランティアのことなどを熱

ぽく語り合った。

●ランシットでの出逢い

そもそも僕らの出逢いは，同年5月，バン

コク郊外のランシットという片田舎にあるト

ランジットセンター（アメリカ，カナダなど

第3国ヘの出国待ちをする難民の一時収容所）

に始まる。僕はJVCの10数人のメンバーと

共にこのセンターに入り，難民の子どもたち

を対象としたレクリェーション活動やエンタ

ーテインメント等を行った。体操・球技・歌

・絵・工作・手芸・フォークダンス・ヒゲダ
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いま、ふたり�"�"�"（姫路にて　左がブンチャン）

ンスなどがそのプロジェクトの中心だった。

僕は日本を出発する前から絵のセクションを

担当するつもりでいろいろと準備を進めてい

たのだが，現地に着くなり，前からいたルー

シーというアメリカ人のボランティアにつか

まり，無理やりに音楽セクションを担当させ

られ，連日連夜，子ども向けの歌の特訓を受

けるはめになった。

この頃は，JVCがランシットに入ってか

らひと月ちょっとというところで，レクリェ

ーション・プロジェクトもちょうど軌道に乗

り始めた頃だった。子どもたちも，ボランテ

ィアがセンタ－に入っていくと跳びついて歓

迎してくれるようになっていた。そして，難

民の若者や大人など，それまであまり僕らと

交流することの少なかった人達にも活動に参

加してもらおうという「欲」がボランティア

達の間で生まれてきたのもこの頃だった。特

に，音楽セクションでは，子どもたちに英語

の歌を教えるときどうしても英語の話せるラ

オス人が必要だった。（当時ここに収容され

ていた4，000人近くの難民のうち，約85％は

ラオス人だった。）そんなとき，最初に僕ら

ボランティアと難民のパイプ役を買って出て

くれたのがブンチャンだった。彼に刺激され，

以後15名を越えるラオスの若者が僕らの活動

に加わり，歌や体操やヒゲダンスをやってく

れた。そして，2週間後には，活動後のミー

ティングにも参加するようになった。文字通

りの難民ボランティアが誕生したわけだ。

●難民一時収容所の大運動会

ことに，5月24日の運動会のときの彼らの

活躍はものすごかった。企画は僕らボランテ

ィアによるものだったが38℃の炎天下，指

導権を振ったのは，むしろ彼らの方だった。

もしも，彼らの力を借りずに，難民の子を叱

るのが下手な僕らだけでやろうとしていたら，

この運動会は大失敗に終っていたかもしれな

い。ともかく，競技は参加子ども数300名と

いうインドシナ難民史上空前の規模で行われ

た。二人三脚，あめ玉探し，風船割り，玉入

れ，綱引きなど，生まれて初めてやる遊びに

子どもたちは大喜こびしていた。企画の際，

子どもたちに戦争の悲しい体験を思い起させ

ぬようにと，ピストルや目かくし，戦闘的な

種目の禁止などを真剣に論じあって決めたの

だが，体じゅうで喜こびを表現してふざけま

わる子どもたちを見て，あれは余計な配慮だ

ったかな，と思った。

ラオスの若者たちと僕らボランティアの交

流は，それにとどまらなかった。JVCのプ

ロジェクトとは別に，インターナショナル・

フォーク・ミュージック・クラブというのを

ルーシーが中心になって作り，互いに歌を交

換しあった。また，UNHCRの人に特別許

可をもらい，センターの外へ食事をしに行っ

たりもした。今考えてみると，あの頃の僕ら

は「ボランティアと難民」という関係をはる

かに超えていたように思う。
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●ブンチャンの願い

僕が帰国する前日，彼らのうち3人が日本

へ行きたいと言いだした。ニコニコしながら

言うので冗談かと思ったが，そうではないら

しい。そして，何かを期待するような眼で僕

を見ている。僕はしだいに不安になってきた。

フンシットの運動会　あめ玉探し

このセンターはアメリカ，カナダへ出国する

難民だけの収容所であるため，日本へ行くた

めにはもう一度，国境沿いの難民キャンプ（

（ノンカイなど）へ戻って新たに手続きをし

なければならない。そして何よりもまず，日

本に定住するためには，非常に厳しい定住条

件を満たす必要がある。日本で暮らしたいと

いう3人の気持ちはとても嬉しかったが，だ

からといって無責任に希望を持たせるのも罪

な話だと思い，何とかしてこの3人を説得し

て断念させなければならないと思った。

しかし，話を聞くうちに，その中にひとり

だけ日本の定住条件を満たし得る者がいるこ

とに気づいた。言うまでもなくそれがブンチ

ャンだった。彼の場合，次の条項にあてはま

るように思えた。

『かって，在外日本国公館若しくは在外の

日本企業等に相当期間雇用されたことのある

者であって，確実に呼寄せ人がある者，又は

生活を営むに足りると認められる職に就くこ

とが見込まれるもの，及びその者の配偶者，

親，又は子。』

後半部分の「呼寄せ人」，「職」というと

ころに問題は残るが，不可能ということはな

いだろうと思った。彼の話によると，彼は77

年6月から78年5月にかけての約1年間，

TOYOMENKACo．LTD．（株式会社トー

メン）に雇われ，ビエンチャン郊外のナムグ

ム・ダムの建設工事にたずさわっていたとい

う。そして，そのとき世話になった”FURU

KAWA”と”HATAKEYAMA”という二

人の日本人の名をあげた。ただ残念なことに，

ラオスから脱出して難民となった今，それを

証明する手だては何ひとつないということだ

った。

そんなわけで，結局，僕が日本に帰ってか

ら東京のトーメンを訪ね，ブンチャンに代わ

ってそれを証明するということになった。翌

日，第2ラウンドに大きな課題を残して，ラ

ンシットをあとにした。

●定住条件の壁

帰国した翌々日，大手町に本社を置くトー

メンを訪ねた。受付でいろいろと質問を受け

たが，相手を納得させるのには骨が折れた。

難民がどうのこうのと言ってもあまりピンと

こなかったらしい。産業プロジェクトという

課へ案内され，たまたま僕と最初に目が合っ

た人に話を聞いてもらえることになった。非

常に期待しながらその人の返事を待ったが，

意外にも答はNOだった。つまり，当時ナム

グム・ダムの建設工事に従事したラオストは，

ラオス労働委員会というところから頭数何人

という形で借りうけた労働者で，従って雇用

ラダワンとお母さん

リストといったものは最初から存在せず，証

明は不可能ということだった。又，仮に証明

できたとしても，彼らはトーメン直属の従業

員だったわけではないから証明書など発行で

きないし，まして，日本定住後の仕事や生活

の面倒を見るつもりもないということだった。

FURUKAWA，HATAKEYAMA両氏の消

息についても，トーメンの社員ではなく一時

的に雇った大工だから簡単にはわからないと

－4－
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言った。結局僕は全く相手にされなかったわ

けだ。

これが学生ボランティアの限界なのかとふ

さぎこみながら家に帰り，バンコクにまだ残

っている徳田さんという女性ボランティアあ

てに，こうした事情を伝えた日本語の手紙を

送った。ブンチャンには彼女から伝えてもら

うことにした。なぐさめの言葉を英語でどう

表現したらよいのかわからなかったし，こう

いう話は女の方がうまいと思ったからだ。

それからしばらくの間，ブンチャンのこと

を忘れようと努めたが，手紙の内容を知らさ

れたときの彼の表情を想像すると夜も眠れぬ

気持ちだった。「難民なんて，僕らに何も期

待してないさ」となぐさめのつもりで言って

くれる人もいたが，そんなふうに言われると

かえって自分の無力さに腹が立った。せめて

自分が社会人であれば……などと無駄なこと

ばかり考えていた。

●朗報

6月のある日，思いきって学長を訪ね，プ

ンチャンのことを相談してみようと思った。

もともと僕は，学長らの呼びかけによって参

加を決意した上智の難民救援ボランティア・

チームの一員だったからだ（JVCには上

智チームとして参加した。）理解ある人だと

は知っていたものの，突然こんな話を持ち掛

けて迷惑がられるのではないかと気おくれし

ていたのだが，「わかりました。その難民の

面倒は私がみましょう。仕事の世話も大学で

何とかしましょう」と言ってくれた。「本当

にいいんですか」とこっちが心配して聞き返

したくなるほどあっさりとした口調だった。

この言葉を聞いて，再びファイトがよみがえ

ってきた。これだけ条件がそろったのだから

，トーメンの一件は何としても僕が解決しなけ

ればならないと思った。

次に，友人のすすめで，赤坂にある外務省

の外郭団体のアジア福祉教育財団難民事業本

部というところを訪ね，海外青年協力隊OB

（ラオス駐在）の開原さんという人に会って

ブンチャン一家

もらった。難民の日本定住に関する詳細を尋

ねるのが目的だったが，ここで思わぬ朗報を

得た。つまり，6月17日に難民の受入れワク

が今までの500人から1，000人に拡大された

のに伴い，難民の定住許可条件も大きく緩和

されたということだった。そしてブンチャン

の場合，（前にあげた定住許可条件の条項に）

新たに付加された次の条項にぴったりと当て

はまっていた。

『…上記のほか，かって日本人と共同して，

又は日本人の直接の指揮，指導の下に相

当期間働いた者。』

さらに，開原さんの話では，住居や職業な

ど，日本定住後の世話は国がするので，保護

者や呼寄せ人がない場合も定住を認めるとい

うことだった。国が受入れる以上，難民の生

活に関する責任は国が負ってくれるというこ

とだった。

この話を聞いたあと，当然のことながら，

足はトーメンに向った。先日とは違い，今回

は実際にナム・グムダム建設に従事していた

森本さんという人のところへ通された。事情

はすべて了解してもらえ，ブンチャンのあげ

た2人の日本人の住所もすぐに調べると約束

してくれた。数日後の森本さんの電話でFU

RUKAWA氏は仕事でシリアに，HATAKE

YAMA氏は江戸川区西蔦西の工務店にいる

ということを知った。さっそく，西葛西に

HATAKEYAMAさんを訪ねた。仕事で疲れ

ていたにもかかわらず心よく僕につきあって

くれた。そして，僕が持参したプンチャンの

写真と長い間にらめっこをしたあげく，やっ

と「思い出した！」と言ってくれた。

このことをトーメンの森本さんに報告し，

数日後，トーメンの社名入りの確認証を受け

取った。7月3日のことだった。

－5－
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●確認証の発行

『…ラオス人ブンチャン・インタボン（26

才）は，弊社が昭和51年1月より昭和53年1

0月の間，ラオス国電力省との契約に基き実施

した，首都ビエンチャンの北方100Km地点の

ナム・グム発電所建屋増設工事に於て約1年

間当社雇用の日本人大工畠山忠のもとで型枠

大工として建設に従事していたことを添付の

写真により確認致します。

当時は革命直後のラオス政府方針により，

当社現場内の全てのラオス人労働者は，ラオ

ス労働委員会（LACO）の管理下にあり，当

社は同委員会より有償にて労務提供を受ける

立場であり，直接の雇用関係はありません。』

というわけで，ひと通り僕の役目は終わり，

あとは，バンコクに残るJVCのボランティ

ア達の手に委ねることになった。山下夏美さ

ん，後藤とし子さん他多くの人が大使館や

UNHCRとの交渉やブンチャン本人との連絡

に奔走してくれたと聞いている。しかし，そ

れから10月までの間，具体的にあの書類がど

う処理されたとか，いつブンチャンが日本に

来れるのかといった情報はほとんど入ってこ

なかった。たまに僕の耳に入ることと言えば，

ブンチャンが再びカナダへ行くつもりでいる

とか，カンボジアの子どもを殴って監禁され

たとかいう非常に納得のいかないニュースば

かりだった。そして，てっきり，あの話はダ

メになったのかと思い込んでいた矢先の10月

14日，ブンチャンから手紙がきた。何と，

HIMEJIからだった。

●ついに日本人ヘ

ブンチャン一家の日本定住が確定するまで，

バンコクではいろいろないきさつがあったと

後になって知ったが，ともかく，4人とも本

当に日本へ来てしまった。手紙は姫路に到着

したその日に書いたらしく，家族4人が無事

日本に着いたことだけが簡潔に記されてあっ

た。僕にとっては大きなショックだったが，

「やった！」という気持ちよりも．「これか

らどうなるのだろう」という不安の方が，正

直いって大きかった。すべてが自分の思い通

りになったにもかかわらず，4人のこれから

の日本での生活のことを考えると，手ばなし

で喜こぶ気持ちにはなれなかった。「難民が

日本に来て本当に幸せになれるのか」という

疑問－今まで何度も自分に問いかけ，すで

に答を出したはずの疑問－が新たに，現実

として僕に襲いかかってきた。恥かしい話だ

が，「自分はボランティアの領域を超えてし

まったのではないか」，「何か余計なことを

してしまったのではないか」という後悔に似

た気持ちもなかったとは言えない。

10月24日の姫路訪問は，そんな僕の思い

あがった気持ちを打ち砕くのに十分だった。

ブンチャンの通訳でひとりひとりと話し合い

ながら，日本定住は100％自分たちの意志な

んだという気迫を強く感じとることができた。

とくに自分たちの未来に対しては，僕が圧倒

されるほど意欲的だった。ブンチャンは国連

の通訳に，ソマイは医者に，お母さんはラダ

ワンの世話をしながら内職をしたいと語った。

●ブンチャン一家の新しい春

ブソチャン一家が日本に来てからもうすぐ

4ケ月になる。手紙の中にも少しずつ日本語

がふえてきたし，その後姫路を訪れたボラン

ティアの話では，ラダワンがコンニチワを言

えるようになったそうだ。日本語の訓練も間

もなく終了する。いよいよ定住促進センター

に別れを告げ，自立をめざし，日本の実社会

に飛び出す時がやってくる。ブンチャン一家

は新しい春を迎えようとしている。
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子供たちは、空腹と不安で互いに

身を寄せ合いながらじっと食糧配

給を待つ（ウガンダ）

いまアフリカでは

干ばつと内乱のため

1．200万人が餓死線上に

ある。

エチオピア500万人

ウガンダ400万人

ソマリアt50万人

同じ地球こ住んでいるのにわれわれ

日本人だけが幸せでいいのだろうか？

父親に抱かれるこの栄養失調の子供はルクセンブルクからエチオピアに送られた

決して例外ではない（ウガンダ）医薬品が、これからキャンプに運ばれる

－7－
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アフリカ大陸では、1973年の北

アフリカを中心とした大干ばつに

続いて、1979年と80年の2年続き

で前回以上といわれる大干ばつが

東アフリカを中心として襲ってい

る。さらに各地の内戦がその被害に

拍車をかけている。

このような状況の中で、CRS

（カトリック救済事業団）ケニア

プログラムで活動中のスーザン・

ロズムズさんから、ケニア国内の

飢饉状態に関する次のような便り

が届いたので紹介します。

長いこと待ちわびていた短かい

雨季がようやく訪れ，ケニアの中

央部は潤いをとり戻しました。ど

こでもみなほっと一息ついていま

す。高地（ハイランド）地方では

穀物の種がまかれ，3～4ケ月中

には収穫できるものと期待されて

います。しかし北西部と東部地域

ではいまだに雨が降らず，相変ら

ず干ばつに悩まされています。

つい先日イシオロからコンソラータ会の神父様が

CRS事務局に見え，教区の1，600人の人々のために

緊急援助を要請されました。神父様のお話では，人

々は1kgの粉ミルクをもらうのに伝導所まで2日も

かけて歩いて来るのだそうです。そしてまた2日が

かりで歩いて帰るのです。教区では多数の人が飢え

からくる病気で亡くなっています。ケニア政府はこ

のような苦境に対し外聞を気にするあまりこの種の

ニュースを公表していません。これではまるで神が

これらの悩める人々により大きな苦しみを与えてい

るようです。それとも神は世界中の善良な人々が悩

める人々により一層救いの手をさしのべるように呼

びかけているのだと解釈した方がいいのかもしれま

せん。

エルドレットの最近のニュースによると，とうも

ろとしやその他の穀物の90％は干ばつにやられてし

まいました。カカメガの人達でさえ，多数ナイロビ

に粉末とうもろこし（maizemeal)を買いに来ていま

す。干ばつ地帯でしかも人口が多いキトウイのよう

な所ではCRSの母子健康栄養促進センターに母親

と幼児が多勢押寄せています。飢饉以前の入居者は

4，00O人でしたが，今では14，000人に達しています。

収容能力が拡大されればすぐにでも入居したいと思

っている人もまだたくさんいるのです。今は栄養失

調の子供達には危険な時期です。雨で風邪をひくこ

とが多く，それが原因で他の病気を併発しがちなの

です。2月までは地元で収穫がないため，食糧不足

は免れられないでしょう。

－8－
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北部及び東部地域ではどこでも相変わらず

飢饉援助を求める声が聞こえていました。しかし11月には

短期間の雨季が訪れ，それまで干ばつに苦しんでい

たマルサビットやイシオロ，マチャコス，キトゥイ

にもようやく雨の恵みが訪れました。マチャコスと

キトゥイではこの雨の恵みを得て穀物が植えられま

した。しかし早くても2月にならなければ収穫の

見込みがありません。そしてその収穫も雨が十分降り

続けるか否かにかかっています。

マルサビット，サンプル，イシオロでは牧牛が盛

んでしたが，今回の雨のおかげでまた牧草が茂り生

き残った牛のえさになるでしょう。それにより牧牛

生活者の主食である牛乳の供給が豊かになるでしょ

う。しかしイシオロでは家畜の大部分が死んでしま

ったので，食糧援助をあと3ケ月延ばすように求め

ています。

トゥルカナとカラボコトでは家畜は干ばつで死滅

したか侵略で強奪されてしまい，少なくとも5～6

万の人が飢健援助食糧に依存していますCRS母

子食塩栄養促進プログラムは大規模な食糧援助プロ

グラムで，トゥルカナにある20ヶ所のセンターで母

親と5歳以下の幼児，計30，000人の援助をしていま

す。そして来月にはカラボコトにもセンターが一ヶ

所開設されます。このプログラムでは，毎月家庭用

食品として粉ミルク，ブルガー小麦と油を60トン配

給します。またCRSがすでに行なっている就学前

の幼児対象の「毎日給食プログラム」を補う意味で，

同じ項目の食糧を伝導保育園の園児1，000人に配給す

る予定です。

人々は，食糧・医薬品の緊急援助を求めて

続々と集まってくる（エチオピア）

衰弱したわが子に食物を与える母親

（ウガンダ・カラモジャ州の緊急

避難所）

この記事に関してJ．V．Cに寄せられた募金

は，ユニセフ（国際連合児童基金）を通して

アフリカの飢饉救済に充てさせていただきま

す。なお，募金はJ．V．C郵便振替口座東京9

－27495に「アフリカ飢饉救済」と明記の

上お願いいたします。

情報提供；ますぎ　みちこ

協　　力；聖心アフリカ研究会

杉内　いづ子

翻　　訳；上智ユニセフ・ボランティアの会

鈴木　泉

写真提供；ユニセフ

－9－
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タイ概況報告 J．V．C事務局長　星　野　昌　子

本年度，タイ国内を通じてカンボジアへ人道的立

場から行う救援のための資金6，400万ドルは，各国か

らの拠出額を総計しても未だに必要額の半分に満た

ない状態である。従って今年度半ば過ぎまで救援活

動を継続することに支障をきたさぬよう国連は現在

引続き資金を募る努力を行っている。

同時にUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）

やICRC（国際赤十字）は無駄を省き，援助の適

切な優先順位を設定するべく綿密な計画を立てつつ

ある。1月8日には，これらの問題について，サー

・ロバート・ジャクソンを議長とする国際機関間の

会議がジュネーブで開催された。氏は次回（2月5

日）バンコクに於けるCCSDPT会議に出席の予

定。またその後2月にかけて，ニューヨークで再

度・拠出国代表間の非公式会議が開かれるもようで

ある。◆◆◆

UNICEFはタイ国家安全協議会の方針に合わ

せて1981年1月1日を以って，国境に於ける食糧の

配布量を削限した。以前一人辺り30kgの割り当てで

あったものが現在15kg，1月2，3両日は牛車で来る

人々を対象に，また8，9には徒歩で来た人々に配布

が行われたが，牛車の数にはかなりの減少がみられ

た。◆◆◆

ICRCは公式にそのランド・ブリッジ（国境越

しの食料供給）操作への参加を終了，現在食糧を供

給しているのはNW－9（キャンプ名）のみとなっ

た。しかし医療活動はVOLUG（民間救援組織の

総称）の協力を得つつ国境近辺で行っており，カオ

イダンの外科チームも存続させる。またカンボジア

への空輸も引き続き行っており，人道的救援の場合

のみタイ国家安全協議会もこれを許可する方針であ

る。◆◆◆

またUNHCRは今年度からカオイダンを除き，

カンボジア難民収容所の食糧配布・食塩管理・水運

搬トラック，収容所建築物の維持・補修等をすべて

最高司令部の統合作戦本部が行うことになったと発

表した。12月中にアメリカ合衆国，ギャラン（イン

ドネシア），バターン（フィリピン），フランス，

カナダ，オーストラリア等15ヶ国に4，461人が定住，

またホー・チー・ミン市から直接に772名が別途出国し

た。

米、ヤシ油、塩、魚の配給
（バン・サンゲ）

最高司令部では，国境の物資分配の重複を避ける

ため，今後は分配実施の10日前に許可申請を行うこ

と，クメール系難民一時収容施設に於ける職能訓練

は極く初歩的なものに限ること，シキウキャンプの

ベトナム兵は定住資格を有さない等CCSDPT（

タイに於ける避難民に対する救援連絡調整委員会）

会議を通じて再確認した。

◆◆◆

なお2月2日付バンコクポストは，訪タイ中の中

華人民共和国趙首相の記事と並べて「消息筋によれ

ば大量虐殺により国際的不評を買ったクメール・ル

ージュの指導者キュー・サンファン，ポル・ポト，

イェン・サリーが退陣，中国へ亡命を同意，非共産

系最大のレジスタンス組織が指導者でありかつての

首相リン・サンが，民主カンボジアの長となって統

合クメールを率いることになる模様」と報じている。

（2月2日記， 2月10日着）

－10－
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JVCプロジェクト状況
1981年1月23日報奄

キャンプ名
進行

状況
活 動 内 容

活 動 ♯
拠 ttI団体

担 当 者

ウ ボ ン ● 自動車整備 教習所（生徒数 100 名，各教師を中心にグルー

プ研修を行なっている）
J V C ＊熊岡路矢　 浅井芳彦

● 日本語（初・中・上級の3 クラス），英語（会話を中心に
指導），算数クラス（8 ～ 1 4 才対象）の各教室運営

神奈川県 大野直樹　 藤山　 学

● 教育レクリェーション活動（歌・体操 ・ゲーム・遊び道具

の貸出しなど）

神奈川県 マリー・マルチィタ・キャマル
有江　 恵

● 手工芸品（ショルダーバッグ，財布等）の購入販売 J V C 金子一弘 カ ヤ

○ 織物学校の校舎建設（建物のサイズは1 5 m ×9 m ，壁は
竹，床はコンクリート，屋根はかやぶき）

茶道裏千家
（予 定）

山下夏美

ノンカーイ ● 日本語教室（生徒数3 0 名） 上智大学 平賀増美　 久保貴弘

● 教育レクリェーション活動（算数，体育，図工等） 上智大学 高西雅樹　 小西正純

● 学校運営援助 上智大学 田中真理子　 清水　 稔
青木哲子

ソンクラー ◎ 排水溝工事（第1期工事， 1 0棟 5 2 0 m ） J V C ＊浜口功堆　 畠山 信

● 公衆衛生 （各戸にハエ取り紙の配布，使用済トイレットぺ

ーパーの焼却）

J V C 古賀道広　 原田芙蓉

● 食糧配給センター新築 J V C 上村ミチヒコ吉川ノブヒロ

○ 子供の家建設（折り紙，絵画指導のため） J V C 森ミチカズ

● 手工芸品（楯）の材料供給と購入，販売 J V C 野口一枝

● 花壇造設 J V C

● 保健衛生（ノミ，シラミ駆除等） J V C

◎ 調理用焜 炉台造設（子供センターに） J V C

○ キャンプ及びタイ農村への古着配布 J V C

○ 無人島漂着難民救出（ソンクラ－の北々東150Km ）クラ島 J V C

アランヤプラテ－ト ●

●

国境周辺の難民村、 農村への物資輸送（野菜の種．殺虫剤 西本願寺

西本願寺

＊西崎憲司　 田島　 誠
農工具等）

C A R E の補助食料の補助

村山康弘　 河西マリ

カオイダン ○ 自動車整備教習所 U N H C R 熊岡路矢

● 井戸掘りの技術指導 U N H C R 蓑田健一

パナ ッニコム

◎●

●

レクリエーションセンター建設
教育レクリエーション活動 （英語，カンボジア語，工作，
絵，体操，ラグビー，バスケットポール，カンボジアダン

ス）

ベトナム人，ラオス人居住区の基礎づくり

神奈川県

相沢秀夫　 小泉典江
子供向け図書館（曹洞宗の協力による）9 ：00～16 ：30 小池泰明　 鈴木ミナミ

編物教室 川嶋和弘　 柳沢道寛

クロントゥーイスラム ● サッカーグラウンドの整備（スラムの子供たちのために）

神奈川県

J V C

モラロジー
研 究 所

＊福村州馬　 小野博志

◎ 青少年クラブ内に本棚を製作 柴田紀子

● 図書活動 伊藤浄樹

◎

●

●

●

青少年クラブにスポーツ用具寄贈

電気工養成訓練所（2 月2 日開所）

プラティープ財団への奨学金援助

通路補食・環境整備

皆川伸彦

プリラム県1 3 ケ村 ● 児童施設建設 神奈川県 ＊山本敏幸　 金子哲也

バンコク事務 所 星 野 昌 子 横 堀 雅 子 上 田 義 子 前 田 貞 子 海老原 美 子

福 島 弘 一 伊 東 清 子 大 塚 伸 子 嶋 村 美智子 深 谷 範 子
クリス・シュビルマン 上 田 良 子 松 村 悠 子 吉 井 康 子 地 曳 いく子
大 石 由美子 今 村 信 子 尾 谷 暢 子 本 多 加津子 黒 川 恵 子

リ ン マ イ 松 崎 雅 子 小川道代トリシリピサル 竹 嶋 節 子 八 田 さと子
榎 本 百合子 花 崎 啓 子 牧 野 千佳子 林 由紀子 小 林 正 枝

●実施中　　○計画中　　○不定期に活動中　　◎完了　　＊キャンプリーダー

－11－
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J VCプロジェクト必要人員一覧表1980年12月30日現在

内 容 必要人員 期間 リーダー 備 考

ウボン
自動車整備 1人 長 期 熊 岡 自動車整備工資格者

◎織物学校運営 男性1人
女性1人

長 期 山 下
青 木

ノンカーイ ◎ノンカーイのリーダー 1人 6 ケ月以上 （森） 英・仏・タイ・ラオス語の
うち lつ以上できる人

ソンクラー
建築・土木 男性2人 長 期

浜 口
公衆衛生 女性 1人 長 期

アランヤ
プテ－ト

供給物資調達・運搬 女性 1人 長・中・短
いずれも可

西 崎 詳細は面談の上決定

カオイダン 自動車整備 （大型・普通・二輪） 2 人 長期 （3 ケ
月以上）

（交代でも
可）

熊 岡
各種資格者

外国語が 1つできる人

発電機・発動機・農業機械取扱
修理 2人

農業，河川漁業指導 2人

クロントゥーイ大工仕事

教育環境整備 etc．
1 ～2人 1 ケ月以上 福 村

タイ語 （英語も可）できる

詳細は福村または岩崎へ本のビニールカバーとじ 2 ～3 人 短期でも可

キ ャンプ名 国 別 今 月 先 月

1 チェンコン L 4，9 18 －
2 チェンカム L 3，4 52 －
3 パンナムヤオ L 9，8 15 10，05 3

4 ソプ トゥアン L 8，14 4 I
5 バンビナイ L 30，00 5 29，720

6 ノンカーイ L 27，5 18 26，895

7 ウボン L 19，14 2 19，00 7

8 ルンバック K 8，29 3 －
9 カプチュアン K 56，67 3 I
1 0 カオイダン K 1，92 7 76，663

l l アランヤプラテ－ト K 17，72 1 3，700

1 2 カンプット K － 15，8 96

1 3 ラエムシン V 11．125
－

1 4 マイルート K － －
1 5 シキウ L V 36，6 6 1 －
1 6 サケオ K 10，278 35，00 0

1 7 パナッニコム K ．L ．V 3，2 16 18，00 0

1 8 ルンピニ K ．L ．V 1．2 58 －
1 9 ソンクラー V 4，4 74 2，860

収容されている難民の国別
K…カンボジア， L…ラオス， Ⅴ…ベトナム

※ 「－」は情報未入

－12－
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移動図書館活躍中
野　村　耕　健（曹洞宗）

曹洞宗は，1980年3月からタイ

での活動を行ってきた。今後はJ

VCと連帯して，なおいっそう活

動を広げていきたい。現在，曹洞

宗東南アジア難民救済会議（JS

RC）は4つのプロジェクトをも

っている。移動図書館（MtlMob

ileTrailLibrary）を主軸に，

各キャンプ内の常設図書館設置と

運営，クメール語図書を探し出し

ての復刻作業，そしてカンボジア

人の手による新しい本の刊行を行

っている。

口移動図書館及び常設図書館

サケオを基地としてカオイダン，

カンプット，パナッニコム，ス

リン地方のカブチューン，ルン

ポークを巡回し，1台の車で1

ヶ所に1週間程いるので月に約

1度の割で廻ることになる。各

キャンプに常設図書館もできた。

移動図書閲覧とカンボジア僧侶

の説明によるスライド上映，他

に時間があれば子供達と簡単な

遊びも行っている。また常設図

書館の本の入替え，修理等もす

る。常設図書館には初めは日本

人ボランティアが滞在していた

が，今ではカオイダンを除いて管

理は難民にまかせている。このプ

ロジェクトはカンボジア難民キャ

ンプ及びタイ国内の小・中学校の

教育支援を目的としていたので，キャンプ周辺の村やクロントイ・

スラムも廻っていたが，9月から

クメール語図書の復刻が始まり，

時間がなくなったので中止してい

る。一日も早く活動を復活させた

い。

口クメール語図書の復刻

発足当時より，図書の充実を模索

していたところ，ほとんど焼き払

われてしまったと言われていたク

メール語図書がタイ・カンボジア

国境に現存しているとの情報を得

て，タイ及びカンボジア僧侶の協

力で約200冊見付けた。主として

仏教書，残りが一般書で，現在こ

れを借りて復刻作業中である。資

金面も考え，あと200冊集め400

冊は復刻したいと考えている。こ

のような図書を発見し復刻するに

は莫大な費用がかかるので，今C

ONCERN（国連から委託され

てクメ－ル語図書復刻の調整をし

ている団体）と協議中だが，CO

NCERNがタイの印刷所に頼み

たいのに対し，我々はキャンプ内

でカンボジア人の手で復刻したい

と考え，サケオ・キャンプ内で印

刷を始めた。

□新しい本の制作

これはまだ実験段階と言えるが．

サケオで自立意識を高めるために

本造りチームを作り，新しい本の

制作を始めた。キャンプ外の国境

周辺の僧侶にも書いてもらってい

る。1ケ月前から始めて，現在3

冊でき，サケオで印刷中。

□難民たちの望む本を作る

我々も難民もゼロから始めたの

だが，最初はどこでも熱狂的に迎

えられた。彼等は，クメール語の

本でさえあれば，飛びついて貧る

ように読んでいた。そして今，我

々が待ち望んでいた批評とか
注文等が出てきて，彼等がど

んなものを望んでいるのかわ

かり始めてきた。例えば，翻

訳の不適当さが指摘されてい

る。我々は，ユネスコの所蔵

していたクメール語図書の複

製本（500部複製し，500部

はユネスコに寄贈したところ，

ユネスコは各キャンプにそれ

を配布した），タイの義務教

育で使用される教科書等の翻

訳，及びフランス，イギリス，

日本の絵本等で15，000冊揃え

て移動図書館をスタートした。

そのうち8割は，タイの本の

翻訳だった。訳者は，カンボジア僧とクメール語のできるタイ

の僧侶で，訳し終わると同時に印

刷して図書に加えている。しかし，

クメ－ル語には王室語・僧侶語・

平民語の3種があり，平民語で書

かれるべさ子供の本が僧侶語にな

っていた。今後は，キャンプ内で

校正作業を続けていき，難民達の

満足のいくものにしていきたいと

考えている。

本を手にする子供たち
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「ブリラム県児童施設プロジェクト」始動

第2号でお知らせした「ブリラム県児童施

設建設プロジェクト」は，2月7日にプロジ

ェクトリーダーの金子哲也氏がタイに向い，

いよいよ始動した。東京では，派遣希望者の

為に説明会が1月29日，2月5日，2月12

日の3回にわたって開かれ，熱意のある希望

者たちが多く参加し，活気に満ちたものにな

った。

ただ一部には，依頼心の強い誤った姿勢の

人もみられたため，ボランティアはあくまで

自発性，自主性を重んずるものであって，自

分の面倒は自分でみることが奉仕活動をしよ

うと思う者の出発点であるということを特に

詳しく説明した。その結果，十分趣旨を理解

していただき，その困難な使命を自覚して，

どんな障害も乗り越えようと決意を新たにし

ていただけたと思う。

したがって参加ボランティアたちは，自分

たちで思い思いに出発の日を決め，準備を整

え，タイに旅立って行っている。現地におい

ても与えられた仕事をこなすだけという姿勢

ではなく，自ら問題点を探り出し，その調査

から新プロジェクト立案までやってやろうと

いう意欲的な姿勢で活動に当っていることと

思われる。

この「ブリラム県児童施設建設プロジェク

ト」は3月下旬まで行われる予定。その成果

は写真などと共に近時報告できるものと思わ

れる。(J．K)

映画案内

カンボジア潜入取材記録

「きょむぬっくあいん」

監督　山　谷　哲　夫

3／29 11：00 1：30　4： 00

6：00　7：30

池袋東口文芸座ル・ピリェ

971 - 9423

次に紹介するのは，説明会に参加された人

たちから来たいくつかの便りの中のものであ

る。

正本欽七氏( 58)からの便り

前略

先日は説明会に偶然出て，いろいろご意見

をうかがいましてありがとうございました。

自立した精神で参加しなければならないの

をあらためて痛感しました。病気の説明をき

いているうちに，いろいろ不安になってきま

したが，でかけてみることに決心しました。

自分のからだを大事にしながら，みなさん

に迷惑をかけないようにがんばるつもりです。

注射もやれるものは，みんなやっていく予定

です。

申込書を送ります。よろしくお願いします。

2月24日PK761便で東京外大の中沢さんと

いっしょにバンコックにむかいます。

追伸：先日の説明会のおり，お菓子代をお

いてくるのをすっかり忘れてしまいました。

こんどでかけたおりにおいてきます。すみま

せんでした。
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テーマ研究 日本の中の「難民」たち 連載第3回

水　野　孝　昭

●ソンクラにて

昨年3月，ソンクラのベトナムボートピープルの

キャンプで，すり切れた軍服に身を包んだ元政府軍

兵士に会った。 「俺はアメリカや日本の支援を受け

てコミュニストと闘ったのに，何故同盟国日本は受

け入れてくれないのか。 」と固い表情を崩さず彼は

私に問いかけた。

日本は南ベトナムの同盟国ではなかった。しかし

ノーベル平和賞を貰った日本の首相はアメリカの北

爆を支持していたし，カンボジア侵攻をも米軍将兵

の命を守るための「自衛権の行使」と支持した。沖

縄の米軍基地には爆弾を満載した北爆用のB52が飛

来していた。

その翼の下で彼は闘い，敗れた。

難民キャンプで，時に悲しい「笑顔」を見慣れて

きた私には， 4月のソンクラの抜けるような青空，

輝く海とは対照的な彼の暗い視線が，今も重く焼き

ついて忘れられない。

UNHCRのインタビュールームには，ソンクラ

からの各国別受け入れ数が一覧表になって張り出さ

れていた。 Japan1と。

こうしたエピソードを引くまでも無く，日本が難

民の定住を認めることに躊躇し，救援活動の出遅れ

とも相侯って国際的批難を浴びることになったのは

記憶に新しい。

現在では他国に比べ受け入れ条件自体はむしろ緩

くなっているにも拘らず，一度ダウンしてしまった

イメージの回復は難しい。実際の定住許可難民数が

一向に増えないこともその背景にあることは言うま

でもない。それが何故かは稿を改めて考えよう。

ここでは前回に引き続き，もう一つの「難民の受

け入れ」である再定住( Resettlement )許可を与

えるに至る迄の経過をふり返ってみよう。

●日本が再定住許可に踏み切るまで

難民の日本定住が最初に閣議に取り上げられたの

は難民の上陸を認め始めてから2年余り経過した77

年9月20日のことだった。この時の閣議了解「ベト

ナム難民対策について」に基づき長官を議長とした

ベトナム難民対策連連絡会議が設置されたのだが，

「定住等の問題については引き続き今後検討する。 」

にとどまった。

78年4月28日の閣議了解「ベトナム難民の定住

許可について」で下記の条件付で初めて日本への定

住許可に踏み出した。

定住希望者は「善良なる社会人として生活を営む

と認められる者」であり，かつ1)安定した生活を営

んでいる在留外国人の配偶者，親又は子　2)安定し

た生活を営み，長期にわたり本人の保護者となるに

ふさわしい善意の者と認められる里親のある里子

3)健康であって，安定した生活を営むに足りると認

められる職についており，かつ長期にわたり本人の

身分と身元を保証する確実な身元引受人と認められ

るもののある者及びその配偶者，親又は子，の3つ

の条件のいずれかを満たしていることが要求された。

この条件が提示された時の一時滞在難民の反応は

申請者僅か10名余りにとどまった。これは一つに

はボートピープルの間ではとくにアメリカに対する

憧れが強烈であることもあるが，日本の側で日本語

教育・職業あっ旋等難民が日本社会へ適応するため

の必須の条件を何ら整えていなかったことがより根

本的な原因として挙げられよう。

この時定住許可を受けたのは下関に職を見つけた

マイフウロイさんの一家3人だけだった。 しかしこ

の定住許可第一号も後にフランスから定住許可がお

りると，日本を去っていった。

大平首相の訪米をひかえた79年4月3日，従来の

いわば及び腰の方針を転換，対象をベトナム難民か

らインドシナ難民に拡大し， 「定住を目的とする在

留を許可することができる」から「当面500人を目

途として，その実現に努める。 」と表現も新たにし

た閣議了解「インドシナ難民の定住対策について」

が発表された。海外にいる難民であっても，日本人

又は在日外国人の血縁関係者か「かって在外日本公

館若しくは在外日本企業に一年以上雇用されたこと

のある者又は留学生・研修生等として一年以上日本

に適法に在留したことのある者であって，確実な呼

寄せ人があって安定した生活を営むに足りると認め

られる職につくこととなるもの，及びその配偶者，

親又は子」であれば，入国が認められることになっ

た。
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LUCYのアメリカ難民通信
昨年4月から7月までJ．V．Cのボランティアとし

て，ランシット・トランジットセンター(第三国出

国待ちの難民たちのための一時収容施設)で，音楽

チームを作ったり，ラオス語・英語会話帳の作成を

したり中心的役割を果たしていたLucyHawleyさ

さんから便りが届いた。

彼女はその後故郷のカンザスシチーに帰り，アメ

リカ定住難民のために働いている。アメリカ公共福

祉協会発行のRefugeeReportsとともに近況を

伝える手紙を送ってきた。

「皆さんの努力について書かれているTrial＆E

rrorにとても興味をひかれました。ただ，とても残

念ですが日本語は読めないので誰かに訳してもらう

つもりです。もし英語で書かれたものが何かあれば，

送ってください。

私が本当に日本語を読みこなせるようになるまで

には，あと10年は勉強する必要があるでしょう。だ

ってMUZUKASHI！最近できるだけ暇を見つけては，友人のラオス人

からラオス語を習っています。今はこの地域で最大

の“カンサスシチーインドシナ難民定住センターで，

英語教育プログラムの担当者として14人の先生と共

に200人の生徒に英語を教えています。対象はアメ

リカに着いたばかりで全く英語を話せない17歳以上

の大人。(子供は普通の学校に通う。)

何年間も学校に行っていない大人の人たちに改め

て英語を教えるのは本当に難しい。名前の尋ね方

一つ覚えるのに2週間はかかります。教師には辛抱強

さと相手の立場に対する理解とが必要ですが、アジ

ア人に英語を教えた経験者が殆んどいないというの

が現状で，様々なトラブルはありますが，それだけ

に興味深く，やりがいもあります。

子どもたちと遊ぶルーシー
(ランシットにて)

一般的にラオスやベトナムの人達はすぐにアメリ

カの生活に適応していきます。たとえ英語が話せな

くとも，大人は殆んど仕事を見つけ，子供は学校に

通います。多くの家庭はやはり生活保護を受けてい

ますが，この福祉政策はレーガン新政権の下ではガ

ラリと変化するかもしれません。そうなったら大変

！来週はカンサスシチーへの初のカンボジア難民グ

ループを100人以上受け入れます。しかし，カンサ

スシチー在住の難民の数はカリフォルニアやオレゴ

ン程ではありません。昨年の夏，ベトナム人・黒人

・メキシコ人の間で大規模な衝突が起き，二人が殺

される事件が発生しました。その後たくさんの人が

移っていったのです。しかし今は難民ができるだけ

早く生活に適応し，自活できるように皆一生懸命努

力しています。

仕事が思うようにいかず苛々することもあります。

そんな時には，タイにいた頃の楽しかった思い出，

愉快な友人達を思い出すようにしています。

J．V．Cに集まっていた日本の人たちとは違って，

給料無しでも難民のために働こうとするアメリカ人

は殆んどいません。しかし私はラオスの友達からと

ても多くの大切な事-物事にこだわらない，思い

やりにあふれたマイ・ペン・ライ(タイ語)な生き

方を学べたと思います。とても素晴らしい。」
(原文は英文　水野孝昭訳)
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あなたからのお便り御紹介

スズメのレモンスカッシュコーナー
節分の豆まきも終り，もうすぐ

お雛祭り，タイでは寒暖計の針が

40度をめざして突走っているとい

うのに，我日本はいまだに北風が

ピープーと吹きまくっております

るが，みな様いかがおすごしでい

らっしゃいますか?先月中旬，

某大新聞に我J．V．C東京リエゾン

オフィスが載って以来，みな様よ

り何と150通にも及ぶお問い合わ

せのお便りをいただき，嬉びの非

鳴をあげつづけている毎日です。

今回は，キワメツケの心温まる

お便り3通を御紹介します。

車イスからの声援
牧　　　　美　子

毎日お忙しい事と存じます。

どんなにか時間が足りない人手が

足りないと云った思いで充実した

日々をお過ごしの事と存じます。

お手伝が出来たらどんなに生甲

斐があろうかと思うのですが，長

い闘病の末の車イスの生活で人様

に御迷惑かけないようにすること

で精一杯でございます。

人情の身にしみる現在，若い方

たちのさわやかなボランティア活

動の大きく広がることを祈らせて

頂いております。

Trial＆Errorの本を希望致

します。よろしくお願い敦します。

まさひろくん5オから
さいとうまさひろ

真弘の母でございま

す。5才になります息

子が新聞の写真をみて

涙ぐんでおりました。

話しをしてあげました

らお金を送ってとのこ

とでここに同封致しま

す。私として何も出来

ない事を恥て居ります。

皆さまのお力で少しで

も助けて下さればと思

いペンをとりました。

御健闘を心よりお祈り

致します。

セーラー服の乙女から

私は中学2年の女の子です。1

月29日の毎日新聞に載っていた記

事を読んで，今，手紙を書いてい

ます。

私は2年になって，映画を見ま

した。その映画の内容は，難民や

発展途上国の人々に対するボラン

ティア活動の人々の姿でした。そ

れを見て，「私にも何かできない

かなぁ」と思い，その映画に出て

きたことで私のできることをやろ

う！と思いました。それが，古切

手を集めることだったのです。古

切手200枚でBCGl本分になる

ということも知りました。まだ始

めたばかりで，BCGl本分やっ

と集めたようなものです。でも，

少数でも，こうやって集めている

人がいれば，少しは力になれるの

ではないでしょうか?そう思い，

友達や家族に協力してもらい，な

るべくたくさん集まる様努力して

います。

それから私の住んでいる近く

(といっても柏崎市)にもベトナ

ム難民がいます。

その人たちのための援助活動と

して昨年の秋，チャリティーコン

サートがあり，私も行きました。

オルガン演奏会でした。とてもす

ばらしい演奏を聞きました。しか

し，その演奏者の町屋英夫さんや

その会場である教会，その他ポス

ター・チケットを作ってくれた人

々は，みんな無益なことを承知で

やっているのです。

そういうわけですので，古切手

を集める他に，何が私たち学生に

もできることがあったら，教えて

下さい。お願いします。

そしてボランティア活動，いつ

までも頑張って下さい。では……

機関話に対する御意見御質問

その他，日頃考えている事な

ど，明日のJ．V．Cをつくるあ

なたのお便りこのコーナーに

どしどしお寄せ下さい。

(スズメ，こと峰野美智子)

関　川　　　　文

－17－



1981年2月15日　　　　　　　　　　Trial　＆Error　　　　　　　　　　　　　　　　第3号

機関誌購読についてのお知らせ

世界には，まだまだ多くの難民たちが苦し

んでいます。この問題が新聞誌上に取り上げ

られなくなったからといって，決して解決さ

れた訳ではありません。難民を考える事がフ

ァッションであった時期は確かに終わりまし

たが，今こそ本当に人間対人間として，この

地球に住む人類の一員としてこの問題を捕え，

自分の生活の一部として考えていただきたい

のです。この機関誌では，生の最新の情報を

伝えまた私たちが考えていかなければいけな

い問題を掲載し、この問題をみな様とともに

考えてゆきたいと思っています。

この運動を息ながく根強くするために年間

購読者を募集しております。

2月5日現在の年間購読者は以下の通りで

す。購読のお申し込みまことにありがとうご

ざいます。

増田育江

藤井末知子

関隆志

小宮山雅樹

師岡文男

ダイコクイン

栗野鳳

栗野美代子

田代更子

東京大学学生
研究所

無藤清子

戸沢布紗子

吉田明雄

相田俊一

★茶道裏千家
淡交会総本部

★世界宗教者平和
会議日本委員会
相原薫

五十嵐幸子

Bヴェクハウス

高橋　　研

望月ま里

森下京士

本橋　栄

藤本　篤

河上滋夫

谷本啓一

野口雅未

有馬実成

荻荘則幸

本居宣千代
★日本YMCA同

山はるみ

和田　純

大場佐知子

★モラロジー
研究所

平　活介

吉田由美子

高木百合子

花島萬里子

中村龍子

後藤淑子

川口昌宏

広戸直江

一色伸夫

北松克明

松岡かおり

長井道也

岡本寛子

★国際MRA
日本協会
武田長久

大久保俊彦

川島保男

高野佐喜恵

堀みえ子

岡本　　厚

税田芳三

中村洋子

中西ひとみ

上谷修一郎

前川昌代

金子哲也

水野孝昭

木村真人

峰野美智子

谷沢一江

野武久美子

近藤茂則

英　隆一朗

山口二郎

阿部憲子

横田雅也

山際節子

元岡久美子

★上智大学外事部

宮田　猛

石井　彰

野口雅代

内山正紀

河井淳一

笹瀬真理子

田中　博

高崎るみ子
シスター．メリ

ー・永島

田中真理子

橋谷叔子

高野義雄

小野崎　潔

藤野達也

恵川綾子

鈴木淳子

能町睦子

トム・グローバル

中川仁志

高田橋扶美

大谷範子

溝口麻里
★日本シルバーボラ

ンティアズ

瀬川肖子

土井まり子

高橋和夫

正本鉄也

星　由美

野村滋彦

信江慶子

御器谷敦子

井上夫美子

木内　　洋

坂田光史

石路美玲

内藤真理子

黒岩美知子

井上　　聡

和田節子

権田　　潤

瀬本正之

宮崎明子

北川忠男

井出貴江

小沢紀子

上西寛一

中村利恵

井村寿二

敬称略：申込順

★は賛助購読書

年間購読者の種別と購読料は次の通りです。

○賛助購読者年間1口10，000円

(団体・法人)1日につき毎月4部送付

○一般購読者年間1日3，000円

(個人)1口につき毎月1部送付

購読者の方々には毎月機関誌「Trial＆Err

or」を送付すると共に，講演会・写真展等の

お知らせを致します。

申し込み方法

郵便振替にて。口座番号

東京3-54186

通信欄に住所・氏名・学校または勤務先を

明記のうえ，講読種別と講読開始月をお忘

れなくお申し込みください。

☆あなたの善意の送り先☆

J．V．C Tokyo Liaison Office

郵便振替口座　東京9-27495

住所・氏名をかならずお書きそえください。
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第3号　　　　　　　　　　　　　　Trial ＆Error　　　　　　　　　　1981年2月15日

会計報告
1980．　　1981．

12／16- 1／15

(単位はB，現在1バーツ約10円)

内 容 収 入 支 出 残 席

前 月 残

寄 付 送 金

事 業 費

380，0 4 3

69 3．5 16

4，6 37，70 1

事務 経 費 72，29 5

助 ける会給与 65，2 21

汁 - 8 3 1，0 32 4，186，7 11

差引残 高 4，1 86，71 1

○事業費内訳

プ ロ ジ ェ ク ト 内 容 金 額

ノ ン カ ー イ 活 動 費 1 7 ，9 2 0

ウ ボ ン 活 動 費 1 8 ，0 0 0

織 物 学 校 建 設 費 4 ，0 0 0

カ ン ボ ジ ア 国 境 活 動 費 1 3 3 ，4 7 8

C A R E へ 補 助 食 料 2 0 0 ，0 0 0

ソ ン タ ラ ー 活 動 費 2 3 ，7 3 0

モ ラ ロ ジ ー 職 員 に よ る 現 地 調 査 費 8 0 ，5 9 0

パ ナ ッ ニ コ ム 活 動 費 5 5 ，0 8 2

タ イ 国 内 ( ク ロ ン ト ー イ ) 活 動 費 1 2 5 ．5 4 0

ブ リ ラ ム 保 母 給 料 ・ 保 育 所 雑 費 4 ，2 5 0

J V C オ フ ィ ス 7 ，2 4 0

B K K ボ ラ ン テ ィ ア ホ ー ム 5 ，6 8 6

助 け る 会 よ り M r ． A I T K I N へ の 補 助 立 替 1 0 ，0 0 0

カ リ タ ス 派 遣 ボ ラ ン テ ィ ア へ 航 空 運 賃 立 替 8 ，0 0 0

○今月の寄附送金者(敬称略)

野口利子，渡辺花子，佐藤幸子，蓮見茂行

杉和子，群馬県佐波郡島小学校，竜ヶ崎教会

玉野カトリック協会，坪井ヒロコ，川崎ロータリ

ークラブ(寺尾イワオ)，伊藤久美子，川口昌宏

松本忠男・好子，亀山直見，天理教岐美大教会

小笠原勇二，白石理，YMCA，土星，谷沢一江

桜楓会，千葉健次，石尾みち子，船橋第一小学校

PTA研修部　　　　　　　　　(以上バンコク)

河井勢以子，セタガヤキリスト教会，篠原秀郷

野上貞子，

田代更子，

山下夏美，

中村洋子，

ボール部，

佐藤庸子，

権田潤

斉藤真弘， TBS生島アナウンサー

望月ま里，前川昌代，佐竹由己子

山下謙，加藤進三郎，川越いつえ

都立第5商業高等学校女子バスケット

山口県下関市短大生，田中博

渡辺八重子，太田みどり，武井亨

(以上東京)

○今月の寄贈者(敬称略)

高田幸一，津島かおり，藤田祥子，入江利恵子

原田利子，横浜YMCA，榎本百合子，花嶋晴子

天理教岐美大教会　　　　　(以上バンコク)
鈴木淳子　　　　　　　　　　　　　(以上東京)

編　集　後　記

Trial ＆ Error　もようやく第3号を迎え

た。危い足どりながら，少しずつ成長をして

いるように思われる。　うれしいことに反響も

増えつつある。

ただ，定期購読者の増え方が思ったよりも

芳しくないのが気がかりである。 2月5日現

在で122人である。

この点について編集部内でも，現在の編集

方針はあまりにも内部的・専門的でわかりに

くいのではないか，もっと難民やボランティ

アたちの素朴な声を載せるべきだ等の問題提

起がなされた。

今回はキャンプ情報を削ってみた。あまり

に断片的で予備知識のない読者には難しいと

判断したからである。そして，近いうちに一

つのキャンプごとに特集を組んで，そのキャ

ンプの歴史，現状，問題点などを探る予定で

ある。また，難民に直接インタヴューして，

その意識・心情を浮彫りにするという取材活

動も開始した。

これから， Trial ＆ Errorはどのような

方向に進んで行くのか，まさに試行錯誤とい

うのが現在の状態である。

今回，「Trial ＆Error」第3号の編集

に携ったメンバーは以下のとおり。

大久保　俊　彦　　　田　島　　誠

河　井　淳　一　　　水　野　孝　昭

木　村　真　人　　　峰　野　美智子

税　田　芳　三　　　　(アイウエオ順)

次回，第4号は， JVC設立一周年総会が

2月27日バンコクで開かれるため，バンコク

の事務所において編集をして，マンゴの香り

とともに日本の皆様にお送りする予定です。

( じゅんぺー）
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Photo Library新設のお知らせ

あなたのアルバムに眠っている写真を送って

下さい。JVC東京リエゾンオフィスではフ

ォト・ライブラリーを新設しました。

炎天下，ボランティア活動に汗を流し，ふ

と振り返ると，そこに真っ白な歯の笑顔があ

った。はじめの頃は訝しそうに私を見つめて

いた視線も次第に和らぎ，やがて私たちの活

動を見守ってくれる強い味方に変わっていっ

た。そんな思い出の中に埋もれている写真，仲

間と肩を組んでいる写真でもいいし，難民の

生活やキャンプの風景を捕えただけの写真で

もかまいません。是非，編集部宛にお送り下

さい。ボランティア個人の記録をもとに，私

たちは難民救援活動の歴史を綴っていこうと

思っています。

送ってくださる方へ

○サイズはサービス版，同じものを必ず2枚

お送り下さい。白黒・カラーは問いません。

○必要事項は下記のように写真の裏面に記入

して下さい。
○実費は郵便為替にてお支払

い致します。また機関誌採用

の分につきましては，掲載の

たび毎にささやかながら粗品

を進呈致します。

写真裏面

写した日時　場所

キャプション

撮影者

新しい事務所がまだ見つかりません

先月，第2号でお知らせしましたように，

JVC東京リエゾンオフィスでは，事務処理

量の増加に伴い，新宿・渋谷付近に広さ15

坪程の事務所を捜しています。

皆様の御厚意に期待したのですが，未だに

見つかりません。重ねてお願いする次第です。

適当な物件を御存じの方は，どうぞ御紹介く

ださい。

Trial ＆ Error英語版

を近いうちに発行します

英語に自信のある方，編集に興味のある方

は是非御連絡下さい。

Japanese Volunteer Center機関誌Trial ＆ Error

(試行錯誤)

毎月15日発行

発行人　　税　田　芳　三

編集人　　河　井　淳　一

発行所　J．V．C Tokyo Liaison Office

151東京都渋谷区代々木神園町3-1

OMYC内JYVA気付

03-460-3994

月，木，土　PM5～11

表紙写真　野　中　章　弘

印刷所　ゆたかプリント

定価1部300円

(諸経費増につき，定価変更しました。 )
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